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図3．　2つの正弦波の振動数の差の増大に伴うAR係数の推定値の変化．△ω：角振動数の差（サ
　　　イクル毎サンプリング間隔）
Fig・3V・・i・ti㎝・fth…tim・t・・fth・AR…ffi・i・・t・with・・i・・・・・…fth・f・・q・…ydiff。。一
　　　ence　of　the　two　sinusoids．Open　and　fi11ed　circles　represent　the　resu1ts　of　method1and
　　　m・th・d2…p・・ti・・ly・△ω：F・・q・…ydiff・・・…b・tw…tw・w・…1・m・・t・（・y・1・p・・
　　　one　samp1ing　interva1）．
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自己回帰モデルの係数の推定方法の比較一堀
4．議論と結論
　今回行った単純な3つの数値実験では，AR係数を時系列データから推定する場合，いずれ
も，従来の予測誤差を最小にする方法より，信号を除去した残差を最小にする存否法の推定方
法の方が優れていることが分かった．従来の方法が，雑音の混入に対して敏感で，データ長を
大きくとることの利点が生かされにくいのは，データ中に含まれる信号成分と雑音を完全に独
立なものとして扱っていないためであることは明らかである．つまり，自己回帰モデルを記述
する場合，本来分けて記述すべき（2－1）ないし（2－2）と（2－3）を，暗黙のうちに
ユつにまとめて（2－8）で表現することの，本質的な問題点が今回の研究で判明した．
　近年，自己回帰モデルはスペクトル解析法にも適用されるようになってきて，例えばChao
and　Gi1bert（1980）は，地球の自由振動の固有周波数を複素領域で求める手法を提唱している．
同じように自己回帰モデルを自由振動の解析に適用する手法は，例えば，存否法を応用したも
のとして堀・下平・深尾（1984）やHoriθ川．（1989）も考案している．地球自由振動の場合，
そのスペクトル構造は比較的単純で，自己回帰モデルを適用するのにふさわしいデータである
といえる．しかし，Chao　and　Gi1bert（ユ980）のAR係数の推定方法は基本的には手法1に基
づいており，地震記象のような，かなり雑音を含んだ時系列データに対する効果には疑問が持
たれる．さらに，自由振動を解析する場合，時には，1週問を超えるようなデータを用いる場
合があるが，このようなデータに対しては，長いデータほど雑音と信号の分離がうまくいく手
法2に基づくスペクトル解析法，つまり存否法の方がより精度の高い結果が得られると考えら
れる．
　今回明らかにした，従来のAR係数の推定方法における問題点は，予測フィルターや，
ARMAモデルの推定にも関係があると思われるが，それについては今後さらに検討すべきで
あろう．
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